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1991年の中東和平マドリード国際会議でパレスチナ代表団長をつとめ
た，ハイダール・アブドゥル・シャーフィが，今年９月24日，ガンのため，
ガザ市の病院で死んだ。88歳だった。「あのとき彼に会っておくべきだっ
た」と悔やんでいる。
折角のチャンスを逃したのだ。私は，昨年前半，彼が暮らすガザ市から，
わずか100キロのエルサレムに居た。ガザ地区は，すでに一般の人々の出入
りが禁止された「陸の孤島」だったが，アブドゥル・シャーフィの話を聴
くには，２つの可能性があった。知り合いのCNNの記者に代理インタビュ
ーしてもらう。または，私が「客員研究員」の籍を置く，ヘブライ大学の
トルーマン研究所から紹介状をもらって，イスラエルの当局にガザ入り許
可を申請してみること。どちらにするか。思案しているうち，５月，ガザ
地区ではイスラエル軍の大規模作戦が始まり，望みははかなく消えた。
2005年春から２年弱の在外研究で，私は，ダマスクス，ベイルート，エ
ルサレム，オクスフォード，ワシントンDCの順で移動した。目的は，英国
のパレスチナ統治30年間（1918〜1948年）に関わる史料集めだ。文書舘や
図書館での文献閲覧と，同時代を経験した人々からの聞き取りを並行させ
た。この目的でのインタビューは初めて。得がたい経験だった。
私が話を聴いたのは，2005年11月１日から翌年８月３日までの間，34人
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からだ。年齢は，最年長が1921年生まれの85歳（当時），最年少が1939年
生まれで65歳（同）。インタビューは，合計100時間を越えた。場所は，ベ
イルート市内，レバノン共和国内２つの難民キャンプ，イスラエル占領下
のエルサレム市内，ヨルダン川西岸地区の難民キャンプなどだ。意図した
わけではないが，彼らの出身地は，パレスチナ北部と中部に偏り，３分の
１以上がヤーファーとその近郊だった。ヤーファーは，パレスチナ中部，
地中海沿岸の古くから栄えた港湾都市だ。イギリスの委任統治時代には，
ヨーロッパから移民してくるユダヤ人たちの最初の上陸地点だった。イギ
リス支配と，その支援を受けてやってくるユダヤ移民の両方に対して，ア
ラブの抵抗拠点となった地域の一つでもある。
地域の偏りにもかかわらず，職歴は多彩だった。学者，ジャーナリスト，
医師，技師，外交官，政治家，軍人，銀行家，企業家のほか，アナウンサ
ー，音楽家も居た。キャンプに住む難民の出身家庭も，農業，放牧，商業，
工員，警官，御者，などさまざまだ。（別添，インタビュー総括表参照）。
私は，当時の村や街路の様子，自宅や学校の建物，子供の遊び，家族の生
活ぶりから，英国とシオニストに対する1930年代後半のゼネストと叛乱，
第2次大戦中の空襲，戦後のパレスチナ人とシオニスト・ユダヤ人との対
決，第1次中東戦争に至るまで，彼らの貴重な体験を訊きだした。叛乱時と
中東戦争時の話について，そのごく一部を抜き出してみよう（カッコ内は
著者の注）。
先ず，1925年，ヤーファーに近いヤズール村で，比較的豊かな農家の長
男に生まれた，アブドゥル・アジーズ・アブドゥッサラーム・シャリビさ
ん（81）の話：
小学校卒業の年，1936年から始まった大反乱はよく覚えている。36年
の８月だと思う。「シュテルン・ギャング」（ユダヤ人右翼の民兵）25人
の一隊が村を攻撃，村人は銃で応戦した。村には，イタリア製，イギリ
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ス製，ドイツ製など計17丁の銃があった。イギリス軍とユダヤ人部隊は，
３年間に合計11回，村を攻撃した。イギリス軍は，時に戦車も動員，武
器捜索のため軍用犬も連れてきた。結局３丁が押収されたが，残りは隠
し通した。この間，村民は全部で７人が殺された。
第２次大戦中は，キャンプでコックとして働いた。戦後村へ戻り，農
業に復帰した。村人は素朴な人々で政治への関心が強くなかったから，
平凡な生活を送っていた。
だが，1947年（11月27日）の国連総会決議181号が採択されると，村
へイギリス軍将校が来て，主だった村人を集め，その内容を説明した。
われわれの村がユダヤ国家に割り当てられたことがわかると，村人たち
は怒った。
1948年当初から，連日のようにユダヤ側との衝突が始まった。村は銃
100丁を入手したが，銃がない村民はナイフや棒を武器にした。訓練は，
イラク人将校が指導，村の土地で行った。ユダヤ=イスラエル軍は，毎
晩のように攻撃してきた。私も銃を持って戦った。父は７月16日に村の
防衛戦で戦死した。すでに，ヤーファー陥落（５月15日）のニュースが
入っていた。敵が，機関銃や戦車を持ち込んでくると，もはや勝ち目は
なかった。８月14日の戦闘で村の17人が殺され，一家そろって村を逃げ
ることにした。家畜を売り，旅費をつくった。
リッダ（現在，イスラエルのベン・グリオン空港がある都市）まで馬
車で行き，ここで２泊，トラックでナーブルス（ヨルダン川西岸地区北
部の都市）へ行った。私は，いったん一人で村へ引き返し，抵抗を続け
ている民兵隊に加わったが無駄だった。９月16日，私は，最終的に村を
離れた。（06年４月22日，ヨルダン川西岸地区のナーブルス郊外「アス
カリー」難民キャンプで聞き取り）
彼のような1920年代生まれは，英国支配とシオニスト移民に反対した，
1936年〜39年の大反乱も記憶している。1930年代の生まれでも，農村出身
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男性のほとんどは，本人，または父や兄弟が，村を守るため，銃を手にユ
ダヤ人の民兵と戦った経験を持っていた。以下は，同様の戦闘体験を持つ
２人の話の一部だ。
　
北部の港町アッカに近いビルワ村出身のムハンマド・ウマル・ディーブ
さん（75）の話：
　
イスラエル建国当時17歳で村の民兵隊に加わった。イスラエル兵は，
1948年７月１日の日没後，村への攻撃を始めた。東の方から，いくつか
の部隊が侵入。村の民兵は50人くらいで，一人当たりの弾丸はせいぜい
100発程度。私たちは，女性，子供，老人を隣村に避難させ，村のなかに
陣取った。近隣の村の民兵が支援に来た。午後10時ごろ，一旦敵を撃退
したが，午前零時ごろ，的の援軍が来て村を占領した。われわれは4人が
戦死，20人ほどが負傷した。
われわれは，隣村からシリアへ逃げたが，１年後こっそりパレスチナ
へ戻った。しかし，イスラエルの市民権がなかったので，イスラエル当
局に見つかり，１週間投獄後，目隠しされて軍用車に乗せられ，レバノ
ンへ追放された。（2005年11月29日，ベイルートのシャティッラ難民キ
ャンプで聞き取り）
ムハンマドと同じ地域の農村生まれ，ナクバ当時はまだ14歳だったナイ
ーフ・アブー・アル・アラブさん（72）の話：
1947年11月の国連パレスチナ分割決議から間もなく，父や村人たちが
武器を買い始めた。
私は，友人と３人で，近くの英軍詰め所から銃を盗むことを計画した。
1947年末だと記憶する。詰め所は自宅から200ｍくらい，ワイヤの柵で
囲まれたテントの中に３〜４人の英兵が詰めていた。内部の明かりはラ
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ンプ。夜６時か７時ごろだった。周囲に人家はなく，周りは暗い。他の
英兵は夕食にでかけ，中には１人だけだった。友人の一人がその兵士に
話しかけておびき出し，他の一人は柵の外で待機した。私は地面を這っ
て，気づかれないようにテントに忍び込んだ。ライフルは４丁あった。
私は地面を這いながら，ライフルを一丁ずつ運び出し，待機している友
人に手渡す。こうして，まったく気づかれず，４丁とも盗み出した。２
人の友人がそれぞれ１丁，私が２丁を得た。私は，自宅から50メートル
ほどの畑に運び，木の葉をかけて２丁ともその下に隠した。
翌日未明１時ごろ，ライフルを探しに自宅へ来た英兵には見つからず
にすんだ。１週間後，ライフル１丁をこっそり持ち帰り父に渡した。父
はそれを他人に15ポンドで売り渡した。私は，その後，何度か，周りに
だれもいないことを確かめてライフルを取り出し，樹木や石を標的に射
撃練習した。
ユダヤ軍がわれわれの村に攻め込んできたのは，1948年４月か５月だ
った。私は盗んだライフルを持って村人約40人と共に迎え撃とうと待ち
構えた。しかし，彼らは戦車や軍用車を投入してきたので，私達はばら
ばらになって逃げた。（2005年12月12日，同キャンプで聞き取り）
つぎは，女性のケース。彼女は，1932年，ラムラ市（エルサレムの西や
区40km）のイマーム（イスラーム教の導師）の長女に生れた。大反乱時に
家宅捜索を受けたこと，とくに，難民として戦火を逃れた鮮明な記憶を残
しているので，やや詳しく紹介する。
　
フィルダウス・タジさん（74）の話：
大反乱さなかの1939年，イギリス兵が家宅捜索に来た。兵士は，父に
は敬意をはらい，ことばも丁寧だったが，ほかの家では，部屋のなかを
引っ掻き回し，コムギ粉，砂糖，食用油を混ぜかえしたりした。
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1945年，エルサレムの公立女子師範学校に入学した。教員は，２人の
アラブ人以外，すべてイギリス人。新聞はなく，ラジオは金曜日に１時
間，音楽と宗教番組のみ。両親同伴以外の外出は禁止。監獄のような学
校だった。私は，両親から聞いた政治のことを話題にしているところを
見つかり，停学処分を受けたことがある。
国連パレスチナ分割決議が採択された1947年11月29日は，教師の引率
で映画鑑賞に出かけた。街では，ユダヤ人たちが「パレスチナはわれわ
れのものになった」と叫び，踊り狂っていた。
学校へ戻って，私たち学生は，抗議集会を開いた。食堂では，抗議の
ため夕食を拒否した。翌日，教師たちは「お前らパレスチナ人のろくで
なし」と悪態をつき，学生たちと激しい口論になった。
翌月ごろから，ユダヤ人とアラブの間で衝突が始まった。学校周辺に
住むユダヤ人たちは，自宅の窓から「お前達，殺してやる」などと野次
り，身の危険を感じるようになった。1948年４月，学校は閉鎖，私たち
は，イギリス当局が差し向けたバスで避難した。
ラムラの自宅に帰った後，戦争に備えて，市内の病院で応急手当の訓
練を受けた。シーツをやぶいて細長い布をつくり，包帯を巻く練習など
した。
隣町のリッダがイスラエル軍に占領され，人々がラムラへ逃げてきた。
モスクで男性51人が殺されたと聞いた。おじは「降服するほかないな」
とつぶやいた。
その後間もない７月２日，撤退するトランス・ヨルダン軍を追ってイ
スラエル軍がラムラに侵入した。彼らは，住民が命令に従えば「殺さな
いし，投獄もしない。品物も奪わない」と告げて回った。私たち一家は，
従兄弟の家に避難し，近所の人々も含めて40人ほどがここに留まった。
イスラエル軍は，このように住民をグループごとに固めて，それぞれの
場所に集め，バスを準備して，順番に街の外へ運び出した。私たちは，
７月７日にバスに乗せられたが，バスを待っている時，１人の青年がイ
http://www. flickr. com/ photos/ vetart/ 388928472/
View velvetart’s map
Nablus, West Bank; January 2007
Photo by: Shabtai Gold.
著者がたびたび宿泊したナーブルス旧市。イスラエル軍の侵攻が繰り返され，
いつも銃声が聞こえる。
http://www. flickr. com/ photos/ 63542562@N00/ 53057430/
パレスチナ難民の子どもたち　Shatilla Refugee Camp （Beirut） で
http://farm2. static. flickr. com/ 1095/ 
544745561_b4fdfe2106. jpg
Bir Zeit University（占領下パレスチナの名門
大学）
http://palestine-studies. org/ 
final/ en/ library/ library. php
Institute for Palestine Studies 
Library（Beirut）
http://www. zionistarchives. org. il/ User Images/ 00000190.JPG
Central Zionist Archives （Jerusalem）
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スラエル兵に射殺されるのを見た。母は，女の子が射殺されるのを見た
という。また，若い女性が強姦され妊娠したという話をあとで聞いた。
軍は「何も奪わない」と言っていながら，残された家から家具や貴金属
を持ち出した。
街はずれでバスを降りると，イスラエル兵は「行け！」と命じて，銃
を発射した。私の叔母は，そのとき３人が射殺されるのを見て，バッグ
を投げ捨てて逃げたという。　私たちは，一団となって，やみくもに東
の方へ逃げた。道のない，イバラの丘陵地を上り下りして，小村「シル
ビト」にたどりつくのに６時間ほどかかった。非常に暑い日だった。丁
度ラマダーンの最中で，食料も水も持たず，炎天下を歩いた。途中で，
まくらを抱えて歩いている女性を見つけ，「それは何ですか」と聞くと，
女性は，自分の赤ん坊でないことに気づき，あわてて引き返していった。
その後，彼女と赤ん坊がどうなったかはわからない。
シルビト村の近くで，水を売っている女性を見つけたので，それを買
い，同じグループの難民に分配した。３往復して水を運んだ。途中渇き
で死んだ人もいたようだ。小便を飲んだ人もいる。
うちの家族は，村の近くの木陰で一泊した。翌日，ラムラからの避難
民のことをラーマッラー（エルサレム北方約10キロ）の従兄弟がラジオ
で聞きつけ，トラックで迎えに来た。私たちは，ラーマッラーで従兄弟
の家に３泊したのち，さらにヨルダンのサルトへ避難した。途中ですれ
違ったアラブ兵は「なに，５日もすればラムラに帰れるさ」と言ってい
た。（2006年５月13日，ヨルダン川西岸地区のアル・ビレで聞き取り）
武器調達やイスラエル側との戦闘，そして難民になった経験について，
私が聞いた話にはいくつか共通点がある。（1）パレスチナ・アラブ人は，
大反乱が鎮圧された1939年以来，死刑によって武器所持を禁止されていた
から，武装対決不可避が明らかになって初めてピストルやライフルの入手
を始めた。（2）そのため，農耕用の牛その他の家畜，妻が結婚時に持参し
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たアクセサリーを売って資金をつくり，業者から購入。（3）武器は旧式の
単発銃が大部分，しかも型式がばらばら。裕福な村だけが，連発式の「ブ
レン・ガン」（英国製軽機関銃）数丁を調達できた。（4）現職の軍人，元警
官やゲリラ経験者が訓練したこともあったが，大半は，一人または数人が，
山中などでこっそり射撃練習。（5）村や町の民兵隊は，こうした個人のル
ーズな集合で，多くの場合，指揮・命令系統もなし。（6）民兵隊同士の横
の連絡は部分的で，アラブ正規軍との連携はほとんどなかった。（7）若い
女性の多くは，武力対決不可避を覚悟すると，応急手当ての訓練を受けた。
一方のユダヤ民兵＝後のイスラエル兵の多くは，よく訓練され，第２次
大戦の実戦経験者も含んでいた。彼らの部隊は中央司令部の下にしっかり
組織されていた。最初からパレスチナ・アラブ人に勝ち目はなかったのだ。
しかし，インタビューした彼らのほとんどが，「間もなく隣接諸国からのア
ラブ正規軍が来て，郷土を取り返してくれる」と本気で信じていた。これ
は，早々にベイルートやダマスクスの親戚などに避難した，都市の中産階
級にもあてはまる。当時の人口の半分を超す約75万人が，数ヶ月のうちに，
故郷を捨てて逃げ出した理由のひとつが，アラブ諸国の誇大宣伝を真に受
けたことなのだ。
高等教育を受けたインテリには，英語でインタビュー，農村出身者と話
すときは，多くの場合，通訳を介した。この間，多くの人々，とくに，歴
史家のアニス・サーイグ氏，NGO代表のカーシム・アイナ氏，たびたび通
訳を務めてくれたサブラ難民キャンプのアッカーウィ氏（以上，ベイルー
ト在住），ビルゼイト大学理事長のイブラーヒーム・ダッカーク氏（エルサ
レム在住）らのお世話になった。
さて，文書史料などについても，少し触れておこう。
最初の滞在地は，シリアの首都ダマスクスで，2005年５月から９月まで
滞在。気温は高いが，空気が乾いていて，日本の夏よりずっと楽だった。
私のアパートから遠くない場所に，国立アサド図書館があり，毎日のよう
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に通った。ここのカフェテリアで，学生を含む多くのシリア人と友人にな
った。彼らは親切で，気さくに話しかけてくる。一党独裁がつづくシリア
の官僚制の弊害，大学教育システムの欠陥，アラブ社会における女性差別
など。ダマスカスで「家庭内離婚」が増えているというのは，ちょっと意
外だった。公園やレストランでは，子供連れの夫婦をしょっちゅう見かけ
たからだ。
アサド図書館の所蔵は，アラビア語，ついでフランス語の文献が主。英
文の資料，パレスチナ史関係のものは多くなかった。
古い資料を集めているのは，都心に近い Historical Document Center。
ここには，オスマン・トルコ語やアラビア語で書かれた，シャリーア法廷
（イスラーム法廷）の記録などオスマン帝国時代の公文書，新聞，雑誌が収
められている。今回の私のテーマは，オスマン帝国解体後のイギリス統治
時代のパレスチナなので，今回，ここの文書を利用することはなかった。
次の目的地ベイルートには，2005年９月から翌2006年２月まで滞在。都
心で借りたアパートから徒歩20分の Institute for Palestine Studies に毎日
通った。図書室の公開は，午前８時から午後２時半（土曜は零時半まで，
日曜，休室）。午後３時以降は，主としてインタビューに使った。その一部
は先に紹介したとおりだ。
図書室は小さいが，明るくて清潔。パレスチナの歴史，政治，社会など
に関する図書がきっちり揃い，よく整理されている。コンピュータで検索，
注文，５分も待つと必要なものが手に届く。スタッフは親切で，仕事は速
い。多分，これだけパレスチナ関係の図書が充実しているところは，イス
ラエルの名門ヘブライ大学図書館（エルサレム・キャンパス）などわずか
だろう。
この研究所は，1963年，歴史家ワーリド・ハリディ氏，サミ・ハダウィ
氏ら，亡命パレスチナ人を含む研究者たちにより設立された。1982年のレ
バノン戦争でベイルートは猛烈な砲爆撃を受けたが，研究所は破壊を免れ
た。（同じ市内にあったPLOリサーチセンターでは，イスラエル軍により多
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くの資料が持ち去られた。）2006年夏の第２次レバノン戦争でも，幸い，
イスラエルの爆撃を免れたようだ。私がここで閲覧したのは，大部分が研
究書や参考図書。委任統治期の同時代のものは， Palestine Post（当時のユ
ダヤ移民が発行していた日刊英字紙，現在の Jerusalem Post）だけ。
さて，2006年２月，私はベイルートから陸路でダマスクス，アンマンを
経由，ヨルダン川にかかるアレンビー橋を渡り，エリコ郊外のイスラエル
軍検問所を通ってエルサレムにたどり着いた。
エルサレムでは，主として，ヘブライ大学の上記研究所と大学図書館， 
Central Zionist Archives，さらに Israel State Archives を利用した。アパー
トは，城壁に囲まれたエルサレム旧市街の北，「ロックフェラー美術館」の
すぐ近く。いずれもバスで通った。
イスラエルの名門ヘブライ大学は，旧市街を見おろすオリーヴ山上にあ
る。英委任統治時代の1925年設立だが，校舎の大部分は，1967年以降に建
てられたもので，真夏の陽光を浴びて白く光っていた。ここで出会った Dr. 
Amos Nadan は，実に面白い研究をしている。1930年代に委任統治政府が，
農民救済のために導入した低利融資制度より，地元の高利貸しによる融資
の方がよく機能したというのだ。彼の研究は，古い文書だけでなく，1948
年のイスラエル建国時に「逃げ遅れて」イスラエル市民となった多くのパ
レスチナ人多数からの聞き取りにも拠っている。
Central Zionist Archives は，西エルサレムの中心地 Central Bus Station 
のすぐ近くだが，この辺でイスラエル人の通行人に道を訊いても，たいが
いが首をかしげる。シオニストとは，イスラエル建国のためイギリスその
他の欧米諸国の政府や政治家たちに働きかけ，パレスチナに入植，大量の
土地を買い，農場とあらたな都市をつくり，将来の政府や軍隊の原型を組
織した人々のことだ。この文書舘は，彼らが残した膨大な文書を保管，整
理，一般に公開している。それを，一般のイスラエル国民が知らないのだ。
最上階の閲覧室だけが地上，下の６層ほどは，半地下，または地下にあ
るから，確かに目立たない。申請書１枚に記入，パスポートを見せれば，
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外国人でも簡単に閲覧を認められる。資料は，ヘブライ語，アラビア語の
ほか，英語その他のヨーロッパ言語で書かれているが，カタログはすべて
ヘブライ語でコンピュータ化され，注文もコンピュータで行う。
一方の Israel State Archives は，工事中の新しい建物へ移転したばかり。
文書も整理途上なので，史料を探すには，その都度，司書に訊く必要があ
った。ヘブライ語のカタログを見る必要がなかったので，かえって楽だっ
たともいえる。ここでは，主に，イギリス植民地省下にあったパレスチナ
委任統治政府の文書を読んだ。パレスチナ政府は，1948年５月14日の委任
統治終了までに，一部の文書は本国へ持ち去り，一部は破棄したが，膨大
なファイルを残したまま撤退した。その後に建国されたイスラエルがこれ
らの資料を拾い集め，建国後の同国政府文書などと一緒に保管するため，
この文書舘をつくったのだ。
イスラエルには，シオニズム運動の重要人物の文書舘，MAPAI（現イス
ラエル労働党の前身）などシオニスト諸党派，ハガナ（後のイスラエル国
防軍）などの民兵組織，その他多くの文書舘がある。今回は利用しなかっ
たが，パレスチナ近・現代史の研究に欠かせぬ史料がある。
イスラエルの軍事占領下にある，ヨルダン川西岸地区のラーマッラーや
ナーブルスにも時々出かけた。ラーマッラーは，パレスチナ自治政府の大
統領府や議会（Palestine Legislative Council）がある，事実上の「首都」。
そこからクルマで30分ほど行くと，パレスチナの名門ビルゼイト大学があ
る。学生運動が盛んで，何度も占領軍によって閉鎖された。ここで英文学
を教えるハナン・アシュラウィ教授は，アブドゥル・シャーフィ医師の率
いるパレスチナ交渉団で広報官を務め，欧米ジャーナリストたちとの窓口
になった。ここで開かれた講演会やシンポジウムにも何度か顔を出した。
ナーブルスは，山あいの美しい坂の町だが，若いパレスチナ人男性は，
事実上出入りを禁止されている。通勤・通学などでやむを得ない人々は，
検問所を迂回して山道を通るほかない。パレスチナ自治政府の警察が，占
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領軍によって武装解除されているので，党派や氏族の民兵がAK47ライフル
で自衛のため武装している。夜間には，イスラエル兵が武器捜索や「テロ
容疑者」の逮捕のためやってきて，パレスチナ人の民兵と撃ち合う。私は
4〜5回この町へ行ったが，銃声を聞かない日は一度もなかった。本稿の最
初に紹介した話は，ナーブルス近郊のアスカリー難民キャンプで取材した
ものだ。
今から90年前，バルフォア宣言で，イギリスがパレスチナに「ユダヤ人
民のためのナショナルホーム」建設を約束，60年前には，米ソが一致して，
パレスチナにユダヤ人国家建設を認める国連決議を通した。このとき，「そ
んなことをすれば，パレスチナは長期的な紛争地域となり，中東の平和と
安定を脅かす」と危惧，警告する英米の高官，外交官や軍人は少なくなか
った。私は，2006年夏から今年冬にかけ，オクスフォード，ロンドン，ワ
シントンの文書舘で，彼らの書簡やレポートを繰り返し読んだ。その予言
は当たったのだ。
1967年以来40年になるイスラエルの占領政策は，グロテスクというほか
ない。埼玉県ほどの面積，人口250万ほどの西岸地区に，軍検問所は500以
上，隣村へ行くにもイスラエル兵に身分証明書を見せ，許可を得なければ
ならない。国際法に違反して占領下のエルサレムと西岸地区につくられた，
イスラエル・ユダヤ人入植地の人口は，約45万人。この入植地を護るため，
高さ６メートルのコンリート製「分離壁」が建てられ，パレスチナ人の市
町村をゲットーのように囲い込んでいく。第１の理由は，パレスチナ人「テ
ロリスト」侵入防止だが，「テロ」を生み，激化させたのは，長期の占領下
に生きる人々の絶望感なのだ。
オクスフォード大学の Middle East Center，ロンドンの National Archives，
ワシントンDCのNARAについては，比較的よく知られているので省略す
る。
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それにしても，生前のアブドゥル・シャーフィには会っておきたかった。
彼は，英国の統治が終る1948年には29歳。当時の政治状況も十分知ってい
たはずなのだ。
パレスチナ紛争の源流を求めて―中東留学記―
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